
 

 

 

令和８年第１回公立豊岡病院組合議会  

（３月定例会）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問者（通告順）  

 

１（７番）  清 水  寛 議員  

２（９番）  竹 中  理 議員  

３（５番）  岡 本  昭 治 議員  

４（ 13 番）  松 井  道 信 議員  

 

 

日時：令和８年３月 13 日 (金 )午前９時 30 分～  

場所：公立豊岡病院組合議場  

（統轄管理事務所  第１会議室 (公立豊岡病院２階 )）  

一般質問通告要旨一覧  
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No.１（７番  清 水  寛 議員）  

 

１  経営危機の深刻化と抜本的な構造改革について  

(１ ) 25 億円緊急借入と将来推計「医業赤字 63 億円」

への対策  

(２ )  医療 DX による「聖域なき見直し」と標準型電子

カルテの採用  

(３ )  分娩介助料の値上げと地域への説明責任  

 

２  広域医療に対する「県の財政責任」と圏域内役割分担に

ついて  

(１ )  DX を核とした圏域内役割分担の再定義  

(２ )  県立病院代替機能に対する県の責任ある負担  
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No.２（９番  竹 中  理 議員）  

 

１  令和７年度補正予算について  

医療機器の更新の見送り等  

２  令和８年度予算について  

これまでと違う取り組み  

３  豊岡市、朝来市の 25 億円の貸付と今後の返済計画に

ついて  

実現可能性のある具体的な返済計画のビジョン  

４  今後の病院経営について  

聖域のない改革とは  

５  第１回構造改革委員会のポイント  

機能の見直しや規模の適正化とは  

６  第１回構造改革委員会を終えての管理者の思い  

７  ドクターヘリの最新状況と今後の対策  

但馬の救急医療の砦をどう守るか   
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No.３（５番  岡本  昭治  議員）  

 

１  構造改革委員会での検討内容と改革の成果について  

構造改革委員会での検討内容と改革成果のプロセス  

 

２  病院内部における危機的状況と方針の共有について  

(１ )  病院内部における危機的状況と方針の共有の必要性  

(２ )  危機的状況下における医療の質の低下防止  

 

３  各種借入金額における外部要因の考慮について  

各種借入金額を決定するにあたり、諸物価高騰など外部

要因の考慮  
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No.４（ 13 番  松井  道信  議員）  

 

１  サスティナブルな経営を続けるために  

(１ )   豊 岡病院 組合の 経営改 善策に 有効な 手立て とし

て「但馬全体の医療再編」と「デジタル化による効

率化」の両立が不可欠と考えるがどうか  

(２ )   医 療 再 編 策 と し て 、 但 馬 圏 内 の 他 の 病 院 と の

「棲み分け」を一層進め加速させることが必要では

ないか  

(３ )  豊岡病院の「紹介率」と「逆紹介率」はどのよう

になっているか。またその推移は  

(４ )  人手不足を解消するには医療  DX の導入は必須と考

える。今後はさらに積極的な医療 DX の導入を図って

いくべきと考えるがどうか  

(５ )   豊岡病院が提供する救急医療 に関して、豊岡病院

組合構成自治 体以外の自治 体に対して相 応の負担を

求めてはどうか  

 

 


